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みなとみらい本町小学校

くばがさ保育園みなとみらい

キッズパートナーみなとみらい

ポピンズナーサリースクールみなとみらい

にじいろ保育園みなとみらい



直接交流と開かれた学校へ

～１年目のふりかえりから～

・直接交流を１回はしたい。

→お花を育てるなど（土に触る機会）をさせたい。

・小学校のことを知りたい。

→研修だけではなく、日々の情報を伝えていきたい



今年度の取り組み
実施時期 活動内容

５月 顔合わせ
今年度の活動計画（直接交流を実施しよう）

７月 情報交換 （学級だよりの情報から・運動会の話など）

９月 情報交換 （交流の計画・児童の育ちと学びなど）

１１月～１２月 園児との交流 （実施と反省）

１月 交流の振り返り
今年度の振り返り

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
夏休みには、職員の研修を予定しておりました。
保育園は、門までの出入りに制限されており、保護者や郵便屋さんですら中に入れない状況のため、
園の様子をメールを使い、質問に答えていただいた。
そのことを小学校の職員に共有し、職員研修とすることとした。





学校を知ってもらうために

・学級だよりを送付
毎週全クラスで作成している学級だよりを園に掲示してもらった。

【園の先生方】
オンラインの情報交換よりも、詳しい内容や活動を知ってもらえた。
【園児】
活動の写真や来週の予定はひらがななので、興味をもってくれた。
【園児の保護者】
お迎えに来るタイミングで読んでいただき、年長児の保護者だけでなく小学校に興味を

もっていただけた。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３歳から始まる日直さん！朝の会ではなにをするのでしょうか。
みんなからよくみえるように、半円にようにしてみんなから見えるようにしているそうです。
目標は、年長さんあたりから始めるそうです。
今日の予定を先生が話したあとに、「やりたいことを言う」「どんなことをがんばりたいかを言う」などから始めるそうです。
その際に、気を付けていることがあるそうで…
「どんなことをしたいか」ではなく、「どんな風にがんばりたいか」を話せるように声をかけているそうです。
そうすることで、帰りの会に、その確認をすることができてよいそうです。
そして、他の友達が何を楽しんだのかが分かるような共有の時間を取っているそうです。

好きなものの発表などについて
３歳児…先生が質問したことに答える形式（一週間に１度当番になるので、その週は同じ質問をする）
４歳児…子どもたちで質問を決めて日直が答える（一週間同じ質問）
５歳児…当日の状況で子どもたちから質問させる。今は中断中！先生のお手伝いをする。
みんなに考えてほしいことなどがあれば、先生から提案し、話し合ってもらう。

歌について
「今月の歌」は設定なし！！
１～２か月でさまざまな曲を知るそうです。
朝や帰りの会で先生がいろいろな曲を弾く。季節などに合わせたものや童謡が多め中心に！
子どもたちからのリクエストに対応！７月でも「ジングルベルもOK！！！」
歌は、先生の主導ではなく、歌いたい気持ちを尊重！




学級だより

共通の公園で秋遊
びをした時のお便
り。個別最適な学び
やiPadの活用などの
点で園の先生たちの
学びにもつながった
ようです。

遊びを通した学び
について、園の先生
たちのアイデアをい
ただけばよかったと
反省。



学級だより

園との交流の準備
をしている場面を紹
介するお便り。

園児が見て、わく
わくするような印象
を与えたようです。

各クラス１回～２
回の交流をしました。



直接交流
～一緒にチューリップを植えよう～

06907773
鉛筆



直接交流
～一緒にチューリップを植えよう～



直接交流
～一緒にチューリップを植えよう～



直接交流
～小学校に招待しよう～



直接交流
～小学校に招待しよう～



いっしょになかよし
にゅうがくおめでとうDVD
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